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平成13年6月

北富士演習場にて
ホオアカは名前の通りホオの赤褐色と胸にある黒と褐色の2本の帯が特徴、草丈の低い草原を特に好み、繁殖期には草原の中にある低い木や草の先端にとまって囀ります。後姿と囀りはホオジロに似ていますが、振り向いた顔のホオにある赤色を見てホオアカと気付いた時には鳥合わせの名前が一つ増え、何となく得した気持ちになります。
写真と文　中居純一


第10回　　　《1ブロック35区 》　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　勲　
担当地域は龍ヶ崎市のはずれJR常磐線が通る牛久沼排水機場、小貝川運動公園を中心にしたブロックで大変景色の良いところです。この地域は排水機場で1年を通して魚釣り人がたえず、又、朝夕はウォーキングや犬の散歩をする人で結構にぎやかな所です。
MKKがスタートした時から当地域の調査を担当していますが、今でも毎月、家内と二人三脚で図鑑を片手に約一時間掛けて調査に取り組んでいます。この地域で必ず確認できるのは、住み付いているコブハクチョウの一家、ドバトの集団とムクドリの大群です。調査を通してなかなか珍しい鳥 
龍ヶ崎の鳥
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シリーズ、私のMKK、地区の紹介





























